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ユダヤ人を救った人々
―ヴィルム・ホーゼンフェルト大尉

平山　令二

ゲルトルート・コルマルへの長い道 飯塚　公夫

「伝記物語」の変容（その2）－『グリグロワ』をめぐって 渡邉　浩司

Les deux représentations différentes du Musulman Dodequin de Tabarie, digne emule de la
Croisade, dans les deux versions des continuations de la Chanson de Jérusalem

Naoyuki OGAWA

死の舞踏と宗教改革 鈴木　桂子

Arquitectura popular de Avellanosa de Rioja
Oscar Javier
MENDOZA
GARCIA

成瀬巳喜男『山の音』あるいは禁じられた欲望 伊藤　洋司

Reading “Butterfly Narrative” “Against the Grain”: #1 The Murder of Butterfly Noriko ARAI

ドゥーヴィルとスペインのコメディア 冨田　高嗣



◆第60号－2007年（2007年9月発行　A5版276頁）

Motivation by Applying Positive Psychology to Japanese Pedagogy: A Cross-Cultural
Perspective

Kathy E. BIRD

『活火山の下』誕生の物語―煉獄編 野呂　　正

バーバラ・ピム：作家としての良き門出
―遺稿として出た1930年代の2長編を中心に

森松　健介

コウルリッジの『文学的自叙伝』を読む（その二） 笹川　　浩

音声分析の基本ツールと英語音声教育への応用
―文頭副詞・副詞句の基本音調の習得に向けて

新井　洋一

複文研究メモ（8）
―複文の動詞文型について：名詞節・疑問節・引用節

野田　時寛

漢語東南方言的非完成體標誌
―以台灣客語海陸方言爲中心

遠藤　雅裕

Absalom, Absalom! 　―恋愛と家族幻想のエクリチュール 藤平　育子

トラウマ的経験と記憶の共有
―Tim O'Brien: The Things They Carriedにおける読者を巻き込む語りの方法

内藤　容成

アメリカ山地方言の動詞の語形と機能 後藤　弘樹

1870年代のW.S.ギルバート－モダンなヴィクトリア朝演劇と笑い 井出　弘之



◆第61号－2007年（2007年9月発行　A5版309頁）

「認知心理学」から「文化心理学」へ向けて（2） 兵藤　宗吉

音楽に対する文化認知心理学的研究
―音楽が感情変化に及ぼす影響

野内　　類
兵藤　宗吉

都の建築
―中国大陸を事例に―

妹尾　達彦

マムルーク朝末期の財務行政
―国家財政とスルターン財政―

五十嵐　大介

大アミール・ナーシル・アッダウラの政策に関する一考察 柴山　　滋

本間久雄―書誌からみた活動歴と交友関係（1909-1917年） 平田　耀子

藤原定家書写『長秋記』紙背文書「高麗渤海関係某書状」について 石井　正敏

明朝档案にみる安楽・自在知州 荷見　守義

李虎の事跡とその史料 前島　佳孝

雲南省紅河州元陽県の「森林禁砍碑」の立碑とその背景
―中国周辺地域の一事例―

西川　和孝

「与廷尉雑治」と詔獄―漢代の訴訟 飯島　和俊
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